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苦戦する子どもたちをどう援助するか 
～チーム援助の考え方を活用して～ その２ 

高知市でもチーム援助の考え方を基盤にした支援体制をとっている学校が多くなり，校内で定期的に支援会

議を開いています。今回は支援会議を円滑に進め，援助を促進するためのシート例をご紹介します。 

＊ このシートは，石隈利紀先生から複写の許可を得ています。著作権の問題はありませんので，各学校でその

まま使われてもかまいません。 

１ 援助チームシート ～情報収集と援助案作成のためのシート～（裏面に掲載） 

 

 

 

 

① 情報収集の記入の仕方 

横軸の項目は，援助を必要とする領域を表しています。その領域ごとに「子ども自身の自助資源（よい

ところ）」「援助が必要なところ」「今まで行った援助とその結果」について情報を収集し，自分の言葉で事

実を簡単に記入します。この表を埋めることで「分かったこと」「分からないこと」「したこと」「してないこと」

が明確になり，記入するだけでも，子どもへの援助で足りないところが見えてきます。 

 

 ② 援助方針の記入の仕方 

      ①の情報から，この時点での援助の大きな柱を話し合い，箇条書きで記入します。とりあえずの目標

を決め，援助の方針を共通理解することで一貫した援助が可能となり，援助を受ける子どもや保護者に

安心感を与えることにつながります。 

 

③ 援助案の記入の仕方 

   援助方針に添いながら援助案を記入する欄です。チームで話し合う際は，それぞれが自分の立場で

「その子やその保護者に何ができるか」を考え，具体的で，すぐにできそうなことを提案するとよいでしょ

う。ポイントは，次の二つです。 

＊ 子どものいいところに目を向け，活かす   

＊ 「私の立場で，私に何ができるか」と考える 

 

２ 援助資源チェックシート ～援助資源発見のためのシート～（裏面に掲載）    

 

 

 

① 情報収集の記入の仕方 

    シートの四角内の上方に明記されている援助資源（たとえば友達など）の名前を明記していきます。その

際，その子と今かかわりのある人の名前を書き込みます。このシートを活用して子どもにとって必要な人（キ

ーパーソン）を見つけ，援助に加わってもらうことにより，さらに充実した支援ができるようになります。 

 

 ② 引き継ぎに利用 

  小学校から中学校への引き継ぎや，学年間の引き継ぎの際このシートを利用すると，担任が替わっても援

助チームのスタートがスムーズに行えます。 

 

＜参考文献＞ 『チーム援助入門』石隈利紀・田村節子 （2003年 図書文化） 

       『チーム援助で子どもとのかかわりが変わる』石隈利紀・山口豊一・田村節子 （2005年 ほんの森出版） 

                 連絡先： 高知市教育研究所教育相談班 ＴＥＬ：０８８－８３２－４４９８・４４９７ 

このシートは，子どもとかかわる人たちがチームで援助する時，子どもに関する情報のまとめと，

どのような援助をしていくかを考えるためのシートです。その際，「誰が，いつからいつまで，その子

のために何を行うか」を具体的に出し合うところがこのシートのポイントです。 

このシートは，子どもとかかわりのある人たち，すなわち「苦戦している子どもに対し，援助的な機

能をもつ人や物などの資源」を発見するためのシートです。 






